
 
 

 

 

平成30年5月15日 

各      位 

会 社 名 ワ イ エ ス フ ー ド 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長  緒 方 正 憲 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号３３５８） 

問合せ先 取締役管理本部長 岩 下 征 吾 

 ＴＥＬ ０９４７－３２－７３８２ 

 

たな卸資産評価損（売上原価）及び営業外費用並びに特別損益に関するお知らせ 

 

当社は、平成30年5月15日開催の取締役会において、平成30年３月期連結累計期間（平成29年４月１日～

平成30年3月31日）における、たな卸資産評価損及び営業外費用並びに特別損益を下記のとおり計上するこ

とを決定致しましたので、お知らせいたします。 

 

１． たな卸資産評価損（売上原価） 

連結子会社 株式会社 日本美容研究所の「美容・健康事業」において、当初の想定よりも収益化が遅

れているたな卸資産について、評価減が必要と判断し、当第4四半期連結会計期間において、たな卸資

産評価損 31百万円を売上原価に計上いたしました。 

 

２． 営業外費用の内容 

（１） 貸倒引当金繰入額 

当社の国内外債権（加盟オーナー様等に対する経常運転資金の貸付金）において回収に疑義が生

じたため、当第4四半期連結会計期間において、貸倒引当金59百万円を計上いたしました。 

 

（２） 持分法による投資損失 

当社の持分法適用関連会社であるＪＫＦ Inc.の決算報告に基づき、持分法による投資損失19百

万円を営業外費用に計上いたしました。 

 

３． 特別利益及び特別損失の内容 

（１） 移転補償金及び固定資産除売却損 

「一般国道201号香春拡幅工事」に伴い、国土交通省との間で当社の敷地（福岡県田川郡香春

町）を譲渡する土地売買契約及び物件移転補償契約を締結しており、当第4四半期連結会計期間

において、特別利益として移転補償金 35百万円、特別損失として固定資産売却損 8百万円及び

固定資産除却損10百万円を計上いたしました。 

なお、同敷地は昭和45年4月に「ラーメンセンター山小屋」を創業した、九州筑豊ラーメン山小

屋の発祥の地であります。 

  

 （２）保険解約返戻金 

生命保険の解約により、保険解約返戻金を6百万円特別利益に計上いたしました。 

 

（３）固定資産の減損損失の計上について 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社が所有している固定資産の一部について、時

価が著しく下落した資産及び賃貸借契約満了等により閉店が確定した店舗について、帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当第４四半期連結会計期間において、減損損失64百万円を特別損失と

して計上いたしました。 

 

４． 平成30年３月期通期連結業績への影響 

平成30年３月期の業績に与える影響につきましては、本日別途公表いたしました「平成30年3月期 決

算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 

以  上 


